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和服寸法についての一考察
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和服の寸法・形・裁ち方・仕立て方等の上で，時代の

変化に伴ない再考を要する点の多いことを痛感し，これ

らを現代に適するように簡単化・合理化・能率化するこ

とについて研究を試み，今回はその第１報として和服寸

法について考察したことを報告する。

明治時代から現代に至るまでの主なる和裁書から，和

服各部寸法の一覧表を作製したところ，和服の寸法は明

治時代から今日に至るまで殆ど変化のないことを再確認

した。

最近国民一般の体位向上は著しく，和服寸m もこれに

伴って変化しなければ正しい着装は望めない。そこで先

ず和服寸法を決める根拠につして検討し，現代の成人男

女の体格に基づいて，大裁長着と羽織（男女）について

適当な寸法を見出した。


